
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市未来づくり研究所 

 

 

まちだニューパラダイム研究会 報告書 

2015年 8 月～11月 



まちだニューパラダイム研究会とは 

 

 町田市は、全国の他都市と同様に人口減少や高齢化の進展、高度経済成長期に整備された

施設の老朽化等の課題に直面しています。それらは市の財政悪化や商業などの売上の減少

を引き起こし、行政や民間のサービス低下につながることが懸念されています。 

そこで、これらの課題を乗り越えるためには、人口が増加していた時代の価値観ではなく、

人口が減少する時代に求められる新たな価値観に転換する必要があると考え、町田市未来

づくり研究所では２０１５年４月に「まちだニューパラダイム―2030年に向けた町田の転

換」という提言書を公表しました。提言書では、「ＳＭＡＲＴ ＰＵＢＬＩＣ」という公共

サービスの新しい形を実現し、「ＧＲＥＥＮ×ＰＬＡＺＡ」という人と人が交流する場所を

生み出していくことで、2030年に「寂れゆく町田」ではなく「きらめく町田」になると提

案しています。 

「まちだニューパラダイム研究会」（以下、研究会）はこの提言書の考え方を下敷きにし

ながら、これからの時代にふさわしい公共施設・公共空間づくりを目指すために、市民の

方々とそのあり方について考え、新しいアイデアを創造する場となることを目指して開催

しました。  

全５回の研究会では、４４名の方に参加頂き、毎回様々なジャンルでご活躍されている多

彩な講師によるレクチャーを受け、多面的な思考でディスカッションをすることで、新たな

価値観や具体的なアイデアが多く生まれました。 

 本報告書では、参加者から提案された具体的なアイデアを詳細にまとめるとともに、たく

さんのアイデアから読み取ることができる、市民の新たな価値観やこれからの公共施設・公

共空間づくりに必要な考え方をまとめました。 

   

  

無駄のない徹底した運営コストのスリ

ム化と、サービスの価格・提供主体・財

源調達方法などを適正化した、これま

で以上に賢い経営的視点を取り入れ

た新しい公共サービス提供のあり方

道路や公共施設の整備を中心とする

ハードのまちづくりから脱却し、いかに

人々が交流し、多様な活動を生み出し

ていくかということを重視するまちづくり

のコンセプト

Machida 
New Paradigm 
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本報告書の構成 

 

 各回の構成は、第 1 回から第 4 回までをワークショップ形式とし、冒頭にファシリテー

ターによるレクチャーを行い、その後に参加者が個人やグループに分かれて与えられたテ

ーマに関してアイデアを出し合い、回によっては最後に発表をしました。最終回である第５

回は、第 4回までの内容を踏まえた特別講演の回としました。 

本報告書は、前半は第 1 回から第５回の概要と成果をまとめるとともに、後半は全 5 回

の参加者の意見やアイデアに基づいて「新しい公共空間や公共施設」に求められている内容

をまとめました。 

 

 

 

  

第３回 

の概要と成果 

⇒ P.２ ⇒ P.10 

第４回 

の概要と成果 

⇒ P.18 

第５回 

の概要と成果 

⇒ P.22 

まとめ 市民の考える新しい公共施設及び公共空間 

１ 公共施設及び公共空間に求められている機能・役割 

２ 新たな公共施設・公共空間づくりに必要な要点 

３ 参加者概要 

 

⇒ P.24 

⇒ P.27 

⇒ P.28 

第 1回 

第２回 

の概要と成果 
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第1 回 

第２回 

シードリング～まちの種(公共空間)を探そう～ 

〔レクチャー編〕  8月 23日（日）10:00～12:30 

〔発表編〕    8月 23日（日）10:00～12:30 

 ファシリテーター 

齊藤 正(さいとう ただし）氏 （建築家/齊藤正轂工房代表） 

瀬戸内国際芸術祭への参加や、数々の受賞歴を持ち、東日本大震災での社会貢献

等も行っている。単に足し算・引き算の施設整備ではない建築物の本質を考える

機会を与える。 

〔レクチャー編〕 

ねらい 

◎まちづくりの種を見つけるための考え方・視点を養う。 

  ▼レクチャー資料の一部 
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第 1回 

第２回 

ワーク内容 

個人ワーク＜2030年にきらめいている町田の未来を想像する＞ 

◎以下の○の部分を埋めてみよう！ 

「2030年すでに町田はきらめいている。 

それは〇〇年〇月〇〇（場所）を中心にはじまった〇〇がきっかけだった。 

〇〇さんと〇〇さんが〇〇〇〇〇をはじめた。 

〇〇（場所）で〇〇（事）が〇〇〇（毎日のように）〇〇〇〇〇。 

だれもこの出来事が町田をここまできらめかせるとは思っていなかった。」 

宿題 

◎都市核、副次核、その他住宅地エリアの公共施設や公共空間について、2030年にき

らめく町田の未来を実現するための種になりそうなものをピックアップしてくる。

また、できればその種の写真を撮ってくる。 

 

〔発表編〕 

ねらい 

 ◎見つけた種（写真）を持ち寄って、レクチャー編で気づいた考え方や視点をヒント

に、2030年にきらめく町田の未来を実現するためのまちづくりの具体的アイデアを

考える。 

ワーク内容 

グループワーク 1 

◎各自持ってきた種を紹介しあう。 

 

グループワーク 2 

◎種を育てて、2030年にどんなきらめく町田になっているかを議論し、そのためのま

ちづくりの具体的アイデアを模造紙に写真や絵を取り入れつつまとめる。 
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第 1 回・第２回の成果 

 まちづくりの具体的アイデア～「2030 年きらめく町田」像～ 

  

 

    

  
１班 

2030年の町田は 

Machida Campus 町田駅前キャンパス 

できらめいている 

 

「アート×ストリートをテーマに大学生や大学の持つネットワークで町田駅前のスト 

リートをアートで盛り上げる。」 

 

・ストリートでのスポーツ・ライブ・ファッションショー・青空教室・お絵かき大会や、ペデストリ

アンデッキ下の暗さを活かした映画館やプロジェクションマッピングなどができるといい。 

・それ以外でも学生主催でストリートを盛り上げる企画をどんどんやっていくのが良いのではない

か。 

・大学コンソーシアムのアート美術祭的なイベントを企画するようにしていくことは、既存の資源を

考えるとすでに可能性が見えている。 

 

 
都市核 

（町田駅周辺） 

見てきたものについてよく分析されていて、特に通り・モニュメント等が

意識されていると感じます。アートをここで育てていくにはどうしたらい

いか等を具体化して、議論を展開させていくとよいと思います。 

講師のコメント 
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第 1回 

第２回 

２班 

2030年の町田は 

明るくおしゃれな駅前と市有地活用で付加価値が高まって 

 きらめいている 

 

「駅前の空間やデッキ上を明るくおしゃれで、わかりやすくすることで、駅前の 

イメージを変える。」 

「シバヒロやさるびあ図書館などの市有地、公園などをもっと活用してまちの付加 

価値を高める。」 

 

・大学生は町田駅ではなく、都心に遊びに行ってしまう傾向があるので、おしゃれなファッション関

係の文化が根付いているまちを目指す等の工夫が必要だと思う。 

・小学生や美大生の作品をデッキ上に展示して、市民参加型のアートを展開する。 

・小田急と JRの連絡通路（デッキ）が歩いていて暗いし、屋根に電飾もない。駅前なのに華やかさ

に欠けるため、例えば屋根をガラス張りにすることで光が射し込み、歩行者が明るい気持ちになれ

る工夫があると、駅前のイメージが変わる。 

・駅を降りた後にどこに何があるかが分からないので、案内板や道しるべになるような装飾で、わか

りやすくおしゃれな駅前を演出する。 

・シバヒロ（旧市役所）、さるびあ、保健所等の市有地を一体的に整備し、集約や余剰地の活用等を

進めることでさらに付加価値を持ったエリアにしていく。 

・子どもの預かり場がなかったり、子どもを遊ばせる公園が暗かったりするので、町田市で暮らしや

すい工夫をしていくことが大事。 

・国の補助金をうまく活用しながら、高齢者や子育て世代が住みやすくなるような施設整備をする。 

 
都市核 

（町田駅周辺） 

具体的でいいと思います。第 1 回

で高齢者も住みやすい工夫があっ

たらよいという具体案がありまし

たが、今回出たイメージ等をそう

いった具体的な案と一緒に議論し

ていくとより深いアイデアになっ

ていくと思います。 

講師のコメント 
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３班 

2030年の町田は 
町田都市型自然国定公園化 

 できらめいている 

 

「豊かな自然資源（源流域、農地、運動公園、歴史的施設）を活かした様々なライフ 

スタイルを体験できるまちを目指す。」 

 

・町田市は都市型ではなく、２０３０年に向けて自然回帰という方向性を考えるのが良いのではない

かと考える。 

・日常の便利な暮らしもありつつ、今ある豊かな自然資源など（源流域、農地、運動公園、歴史的施

設）を活かして様々なライフスタイルを体験できるまち、目指すは町田都市型自然国定公園化。 

・町＝まち、田＝田園、文字の通り町田を目指す発想。 

 

 

 住宅地 

2030年のビジョンとして、自然に帰すというのは良い発想だと思います。

うまく神奈川と東京を組み合わせてハイブリッドなまちになるのも可能

だと思うので、各々の活かせる点を整理してみたらどうでしょうか。 

講師のコメント 
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第 1回 

第２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 周辺地域の中心核となる拠点で鶴川駅周辺、南町田駅周辺、多摩境駅周辺のこと。  

４班 

2030年の町田は 
人のつながりや既存空間を活かしたサービスのネットワーク 

 できらめいている 

 

「既存の施設や空間、人のつながりなど「あるもの」を活かしてサービスを生み出しそ

のネットワークで地域に行き届いたサービスを提供する。」 

 

・既存の施設や空間、人のつながりなど「あるもの」を活かしてサービス（福祉、高齢者、子育て、

地域通貨、情報、学び）を生み出し、それぞれのサービスのスケールに応じたネットワークを育む

ことが必要であり、そのネットワークの中に、地域の顔が見えてくれば良い。すなわち核ではない、

各所で行き届いたサービスが必要である。 

 

 
副次核※１ 

（鶴川駅周辺） 

全体的にサービスに着目している印象を受けました。そこでの歴史や記憶

を大事に考えたまちのあり方を考えることは大事だと思います。 

サービス視点で細分化して考えた時に都市核が核じゃないという発想に

もなりうるし、必要なサービスを提言していくこともよいと思います。 

講師のコメント 

まちづくりの具体的アイデア～「2030年きらめく町田」像～ 
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５班 

2030年の町田は 
新しい宿場町のおもてなし 

 できらめいている 

 

「武相荘など観光地や緑地を回り団地に着く→団地に漫画部屋や図書館がある＆宿泊

ができる→サイクリングで町田を回れる→仲見世通りなど町田の魅力を味わえる＝

そんな風に現代の宿場町としておもてなしをする。」 

 

・町田駅周辺の東急ツインズの周りはサブカル要素を楽しむエリアとなっていて、仲見世通り付近に

なると高齢者の人や「昔ながら」を楽しめる場所が多い（最近は昔ながらに加えサブカル要素も見

受けられる）ため、こういったコンテンツのあるエリアを近くにもつ団地のエリアは、例えば宿泊

機能として利用するのも有りではないかと考えた。 

・バックパッカーや外国人、サイクリングをする人等が利用しやすいリーズナブルな宿泊機能を団地

に持たせれば、人が集まってくるのではないかと考える。 

・2020年のオリンピックをきっかけにおもてなしが始まる。 

武相荘など観光地や緑地を回り団地に着く→団地に漫画部屋や図書館がある＆宿泊ができる→サ

イクリングで町田を回れる→仲見世通り等町田の魅力を味わえる＝そんな風に現代の宿場町とし

ておもてなしする。 

・鶴川駅からバスで町田を回れるようにしたり、屋根やベンチが設置されたバス停を導入する。 

 

 

 

 
副次核 

（鶴川駅周辺） 

団地はウルトラマンでの懐かしい

映像が脳裏に焼きついています。

宿場町だったのなら、そこにまち

のエッセンスが残っていると思い

ます。ピソ（スペイン）と呼ばれる

階ごとに貸し出す宿泊機能があり

ますが、そういったものを参考に

まちの工夫を凝らしていくと可能

性があると思います。 

講師のコメント 
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第 1回 

第２回 

 

＜参加者の意見からわかること＞ 

 

都市核においては、町田の顔とも言える場所であるため、“活気”、“明るさ”、“おしゃれな雰囲

気”を求めている意見が目立っている印象であり、その実現手法として大学との連携、若者

の参画、公共空間の活用、観光客や来街者向けのサービスの向上が提言されています。 

 それに対して副次核や住宅地については、自然資源や団地などの既存施設を活かしたサ

ービスの提供やライフスタイルの提案がされました。具体的には団地に宿泊機能を導入し、

町田のコンテンツ（サブカルチャー、スポーツ、商業、文化）に親しみながら団地に泊まれ

るようにしたり、既存資源や人のつながりを活かしたサービスのネットワーク形成に関す

る提言が挙げられています。 

 町田という土地や人の特徴や資源を捉えたアイデア、2020年のオリンピックを見据える

など具体的なアイデアが多く、また新しい施設をつくることよりも既存のものを工夫して

上手く利活用したり、より市民に身近な公共空間の創出が求められていることが分かりま

す。 

  

まちづくりの具体的アイデア～「2030年きらめく町田」像～ 



 

第３回 
みんなが行きたくなる地域の拠点を考えよう 

9月 18日（金）19:00～21:00 

 ファシリテーター 

山田 小百合(やまだ さゆり）氏 （NPO法人 Collable代表） 

障がいのある人もない人も誰もが包摂される学びの環境づくりを実践するため、

ワークショップや調査をしながら大人から子どもまで多様性を活かした学びと

創造の場をデザインしている。 

ねらい 

◎みんなが行きたくなる地域の拠点をインクルーシブデザイン※２の手法を用いて考え

る。 

ワーク内容 

 

「そもそも公共施設って何だろう？」 

～みんなが行きたくなる地域の拠点を考える～ 

行政が運営している公共施設だけではなく、カフェや公園といったよ

うな、民営のものや建物ではないものも含めて考えることで、一旦「公

共施設」という固定観念を取っ払ってみんなが行きたくなる地域の拠

点を考えた。 

 

グループワーク 1 

①自分のよく行く「人がたくさんいる場所」を班毎にたくさんあげていく。 

あがったのは、カフェ、駅前の居酒屋、ラーメン屋、カラオケ、バーベキュー、スー 

パー、公園、広場（シバヒロ・カリヨン広場）、本屋、図書館、サッカー場、スポーツ

ジム、友人の家、映画館、職場など・・・ 

 

②①のワークで挙がった場所で見かけない人を考える。  

 

グループワーク２ 

①グループワーク１であがった「見かけない人」の人物像を想定し、似顔絵・名前・年

齢・趣味嗜好や特徴・どうして「人がたくさんいる場所」にいないのかを考える。 

 

②自分達や①で想定した人のどちらも行きたくなる理想の地域の拠点を考える。 

 

※２ 障がい者や子ども、お年寄りや妊婦といった人を、初期の計画段階から巻き込んで対

象とし、デザインすることで、誰にとっても使いやすいものを生み出す手法。 
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第３回 

第３回の成果 

 みんなが行きたくなる地域の拠点のアイデア 

  

１班 

 

多機能の屋根付きバス停 

 

■公共交通を活性化させるという視点ととも

に、快適で、色々と楽しめる地域の拠点をつ

くるために色々なことができる多機能のバ

ス停をつくる。 

■その拠点には、コミュニティボードがある／

直売所がある／おしゃべりができる/図書コ

ーナーがある/調べものを調べることができ

る場がある/ペットを預けられる など 

想定した人物像 
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３班 

個室〇〇 + オープンスペースの融合 

想定した人物像 

 

 

 

■周りに専門施設が配置されたフードコートが

コンセプト。 

■デイサービス、学校に行けない子たちが来られ

る場所、子育てママたちの居場所等、なかなか

決まった場所にしか行けない人たちが集まれ

る空間を周りに設け、それらを繋ぐまんなかの

スペースをフードコートにする。 

■食事のときは必ずフードコートに出てくる、あ

るいはそういうところが苦手な人でも行き易

い共有スペースで過ごせるようにすることで、

複合施設での交流を可能にする。 

一人では外出できない高齢者 

（自閉的で理解者が欲しい、恥ずかしがり屋） 
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第３回 

  

４班 

想定した人物像 

 

 

多目的な複合施設 

■誰でも利用できる場所としての複合施設。  

■駐車・駐輪施設が多いことは重要。 

■飲食店有り／アルコール有り／ケア機能／

スポーツ機能／図書機能／子どもや高齢者

の共有スペース／温泉施設／映画の上映機

能／プラネタリウムの併設等があると良い。 

障がい者 

病気の人 

赤ちゃん 

妊婦さん 

みんなが行きたくなる地域の拠点のアイデア 
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想定した人物像 

町田に来ない人（旅人、外国人） 

ビジネスマン 

クリエイター 

まちづくりに関われる機会の創出 

■具体的な施設イメージまで到達出来なかった

が、マイルドヤンキー※３については、こうい

う人たちを町田で見ないが、地元愛も地域愛も

あるのがマイルドヤンキーだと思うから、そう

いう人達がまちづくりに関われたら良い。 

■母親がママ友とどこかへ出かけた時に、お父さ

んやおじいさんが活躍する時代が来ている。そ

ういう人たちが居心地の良い場所を作ること

や、まちづくりに関わることが大切。 

マイルドヤンキー 

子育て中のお父さん 

孫育て中のおじいさん 

ひきこもり青少年 

※３ 地元に根ざし、同年代の友人や家族との仲間意識を基盤とした生活を送る若者のこと。 

５班 
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第３回 

  

 

 

６班 

廃校を利用したエンターテイメント 

想定した人物像 

  

■この 4人が誰でも使えるのは、昼寝ができ

る／遊べる／麻雀ができる／パチンコの

景品に食事等と引き換えがある／ノンア

ルコールもある／保育所もある／読書も

できる／カラオケもできる／昼からやっ

ている、というような要素が必要だと想定

した。 

多目的複合居酒屋 

みんなが行きたくなる地域の拠点のアイデア 
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＜参加者の意見からわかること＞ 

 

具体的に整備する施設のアイデアになっているものもあれば、アイデアまではたどりつ

かなかったものもありましたが、１班では、誰もが利用する公共交通機関を活用した地域の

拠点づくりが提言されており、そういった拠点に、人々が利用したい機能を一部分でも持た

せることで、その場所が人の集うコミュニティ拠点となることの可能性について考えられ

ました。 

３班では、個別のスペースが必要な利用者への配慮と、かつ共用するスペースを持つこと

によってコミュニケーションが取れることのどちらの側面も大事であるという考えから、

フードコートの発想で、特定の利用者がいる個々の機能と、利用者の誰もが利用できるスペ

ースの創出が今後の公共施設のデザインに必要ではないかという提言がされています。 

3 班、４班、６班に共通しているのが、「食べ物やお酒がある場に人は集まる」という価

値観であり、公共空間だとしても、食べ物やアルコールの提供がある場が人のコミュニティ

を育むのではないかという提言になっています。 

５班の提案であれば、具体的に施設を考えていく際に、地域に根付いている存在を巻き込

むことが大事ではないかという、地域参画の重要性を提言したものとなっています。 

また、６班においては、廃校を利活用することで、色々な立場の人が気を使わず、かつ大

勢で楽しめる空間が創出できるのではないかという可能性を提言しています。 

 

 

講師のコメント   

各班が色々な人を想定していく中で、中には人間以外に着目するという班があったよう

に、多様な視点で考えられたので良かったと思います。具体的な施設まで想定出来なくて

も、まちづくりに必要だと思う人物像をあぶり出せていることも大切です。居酒屋のよう

な普通に皆さんが行く場所をもっと皆と「ともに」使えるように工夫するという考えだけ

ではなく、そこに廃校の利活用という町田市が抱える現状や課題とを結び付けているとこ

ろも良かったと思います。 
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第４回 

多様な人々の日常をイメージする 

～中町をケーススタディに～ 

10月 17日（土）10:00～12:30 

 ファシリテーター 

今和泉 隆之（いまいずみ たかゆき）氏 （空想地図作家/ライター） 

7歳から実在しない都市地図「空想地図」やバスの路線図を描き始め、今も描き続

ける。都市や地域情報、地図に関する講演、ワークショップ、執筆活動を行う。 

また、NHK教育番組やドラマで使われる架空の舞台の地図制作を行っている。 

ねらい 

◎まちのしくみを学び、それを前提に公共施設や空間の組み合わせに関するアイデアや中

町の公共施設の再編に関するアイデアを考える。 

ワーク内容 

個人・グループワーク１ 

◎下図の公共施設分類を参考にしつつ、この中にない新たな公共機能を考える。 

新しい建物を建てることは難しくても、今ある公共施設にその機能を盛り込むことや、

新しく公共施設を建てる際に盛り込む、あるいは民間の施設や空間に盛り込むことも可

能かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人・グループワーク 2 

◎個人・グループワーク 1で出た施設を参考に、下図公共施設・商業施設のよくある立

地傾向を見ながら、回遊性の高い公共施設、相性の良い公共施設、および他の機能（商

業施設）を考える。 
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第 4回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワーク 

◎中町地区で、既にある公共施設の機能と、個人・グループワーク 1で出た新しい公

共機能を盛り込み、相性も考慮しながら、どう再編するとよいか考えてみよう。 
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第４回の成果 

 中町地区の公共施設の再編に関する具体的なアイデア 

 

 

 

 

 

  

 
・町田一中と町田一小を統合して、一小と

シバヒロを同じ敷地として考える。 

 

・図書館、保健所のある一角

とシバヒロのエリアを一

体的に考えた整備が可能

ではないか。 

 

・健康に関係する施設の保健所・

競技場・体育館等が一緒になっ

ていたらよいのではないか。 

・球場からシバヒロまでのラン

ニングコースをつくる。 

 

・公園に消防署や競技場が

一緒になっていると、利用

者や職員の意識向上が図

れるのではないか。 

 

・点在している法務局など

を駅に近い場所に配置で

きると高齢者にも使いや

すくなる。 

 

・シバヒロに大きなスクリー

ンを設置して、昼間はイベン

ト、夜はシアター化すると人

が集い賑わう。 

・駅からシバヒロに安全に歩

いていける道を整備する。 

具体的な施設 

のアイデア 
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第 4回 

  

 

・対象のエリア内にあるものだけではなく、離れたエリアのものも上手く集約すれば、

その余剰地が新たな付加価値を持った場になるのではないか。 

・少子高齢化の中で、介護や健康医療や福祉といった機能を中町でワークシェアする

ことがよいのではないか(例：訪問介護、訪問医療等)。 

・中町は公共施設が多いが、必要なものはそのまま活用し、必要ないものは住民たち

向けに転換することで、中町自体をコンパクトシティ化するのが良いのではないか。 

・新しい何かを整備するというよりは、機能の入れ替えや換地をしながら、町田市全

体の都市核という意味合いと、町田駅周辺の副次核という役割、それぞれの機能に

寄り添いながらシャッフルするという方法が大事ではないか。 

・公共施設間のコミュニティバス（１時間毎程度）があると良いのではないか。 

 

具体的な施設以外 

のアイデア 

〈参加者のアイデアの方向性〉 

 中町の公共施設一体整備によるコンパクト化と余剰地の利活用 

⇒既にある建物の活用と、一体的な整備により出てくる余剰地の利活用 

 機能同士が連携し相乗効果を発揮する複合的な公共施設 

⇒複合化により利用者にとっての利便性が向上するとともに、機能が一箇所に集まるこ

とで新たな価値を創出 

 高齢者や子育て層に配慮した計画づくり 

⇒高齢者や子育て層が利用しやすいような交通利便性の確保や、子ども達の教育環境の

向上に配慮するような計画 

 福祉・健康・医療等のネットワークを充実させる仕掛けづくり 

⇒福祉のサービスや担い手のネットワークが形成されるような仕掛けづくり 

 公園や広場、施設を活用した市民や住民の活動の場づくり 

⇒芹ヶ谷公園やシバヒロ、公共施設を市民や近隣住民の様々な活動の場・交流の場とし

て機能させる 

 シバヒロの活用 

⇒シバヒロの土地を活用した第一中学校と第一小学校の複合化案やシバヒロのさらなる

活用によるエンターテイメントやにぎわいの創出 

 



 

第５回 
特別講演：新しい公共空間のつくりかた 

11月 7日（土）10:00～12:30 

 ファシリテーター 

馬場 正尊（ばば まさたか）氏 （建築家/OpenA代表） 

建築設計、都市計画まで幅広く手がけ、ウェブサイト「東京 R不動産」を共同運

営する。使われてない公共空間を使いたい市民や企業とマッチングする「公共 R

不動産」も運営中。 

ねらい 

◎各回を振り返り、改めて町田市の未来を考えるとともに、それに向けて自分が今できる

ことを考える。 

内容 

講演内容 

これまでは市民からすると、公共施

設・公共空間は行政のものであるとい

う意識が高い傾向にあり、市民が自ら

その空間を守るという意識や、空間の

魅力・質を高めようという意識が欠け

ていた。 

戦前や戦後の昔を振り返れば、広場

も、空き地も、公民館のような場所も、

自分たちが遊びや自治活動や趣味を

守るために大切にしてきたが、高度経

済成長期を経て、公共施設が増え、管

理を行政が担うようになったことで、自分たちのものであるという意識が薄れた。 

今後は、公共施設の老朽化が進むとともに人口も税収も減っていくと予想され、行政が

管理してきた空間は、管理しきれなくなっていく。 

そこで、これからは行政に頼った空間づくりではなく、市民や企業等の民間が主体とな

り公共空間を管理・運営して市民や民間の新しい公共空間を作り出さなければならない。 

そういった新しい公共空間のポイントは、公共・民間ともに施設が閉ざされた空間では

なく様々な人が集まる開放されたスペースであること、人々に開かれたパブリックな空

間と占有のプライベートな空間が曖昧になるようなデザインであることである。 

そのような新しい公共空間を既存の建物や空間を活用したリノベーション手法を用い

て創造する。実践として、廃墟となった倉庫やビルを改修し民間のオフィスやテナントと

して活用するだけではなく、ショールームやイベントが出来るスペースも確保すること

で人々に開かれた空間にした事例、禁止事項ばかりの公園ではなく屋台やパブリックビ

ューイング等のイベントも行うことができるようにした広場づくりの事例、個々の建物

▼講演の様子 
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第 5回 

だけではなく、エリアをリノベーションして新しい価値を創造することで、まちを訪れる

人や歩き回る人を増やす事例等がある。 

 

個人ワーク 

◎それぞれが研究会を通じて改めて考える「2030年のきらめく町田」がどんなものか、

それに向けて自身が今からできることについて考えた。 

 

  
 

・自分の建築企画が活かせる事なら何でも。 

・広い町田市のそれぞれの場所や地域の持つ魅力を掘り起こしてみたい。そしてその魅力を継続的にみがき上げた

い。 

・町田市に向けて積極的なアイデアの働きかけ。そのための相談窓口がわかりやすいとよいと思う。 

・現在活動しているまちづくり NPOの継続。 

・今後の企画・運営への参加。広報の役割。 

・おすすめスポットの情報発信。ワークショップの開催。 

・世代間の連携を強める。自らが積極的に関わりを持っていく。 

・福祉ネットワークと他領域ネットワークとのジョイントを試行する。 

・建築家市民としてのアイデンティティーの構築に協力する。 

・市民参加型をもっと進め、小集団での起業促進を含め、何らかの形で今後とも相互交流の会をしていきたい。 

・公共施設と商業施設が融合した新しい『人が集まる場所』を提案し、そこに集まる人々が行政に要望を伝えるこ

とで市民目線のまちづくりに変えていく。 

・地域交流。地域の特性を知る。 

・地域でやらなければならない課題について今後も進めていきたい。 

・馬場先生の本を読んで、自分の思っていることと合わせて考えていきたい。 

・子ども達にアイデアを出してもらう取組「2030 年中学生が考えるまちだ」、職場体験を活用して地域を知る取

組、民間企業の部活と合同部活⇒地域のお祭りなどでの発表会（企業側は CSR、学校側は開かれた学校）。 

・少人口で経済が成り立つしくみ（ガラガラの列車で皆座れる状態での採算性）、少し昔の自然の見直しを広く発

信していきたい、公共の縮小化をもっと訴えて行きたい（市役所庁舎の民間開放）。 

・団地の空室などに個人のお店が入ったり、別の活動ができるとよい。そのようなことが可能なのか、事例を見て

調べたい。建築の仕事についてもまちに対して開かれた場所で活動できるように提案していきたい。 

・福祉施設として、市民が身近に足を運んでくれる環境について考えてみたい。事務所に事務机を置くという当た

り前の発想から、個人情報が守れるスペース確保とフリーなスペース（相談窓口を丸机と丸椅子にするなど）を

つくるなど発想を広げて考えていきたい。地域の空いているスペースを活用し、障がい者の GHと市民がもっと

つながれるイメージをもって取り組んでいければと思う。 

・町田の中心部だけではなく、自分が行ったことがないところに行き、そこで新しい発見を探す。人とのつながり

を大事にして、皆で町田のことを考える。 

・それぞれの特技を持ち寄れて、すぐに実験的な取り組みを始められる場づくり。そういった拠点の盛り上げや運

営→空き物件の借り上げ、運営者の募集。今回のようなワークショップを月 1回でも続けていくこと。 

・町田市の市政に目を光らせたい。枠に縛られて（予算や人的な面等で）できないことや市民にとって大切なこと

に目を向けて活動したい。 

・仲間づくりを議論して、合意形成をしながら責任ある活動運営を行う。ビジネスと割り切らない営業活動を人と

の関わりで存在可能性と不存在とを考え、人のあるべき姿を求めていきたい。 

参加者自身が今からできること 
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まとめ 市民の考える新しい公共施設・公共空間 

１ 公共施設及び公共空間に求められている機能・役割 

 

研究会の各回において出された参加者の意見を分類し、施設や空間に求められている機

能や役割について整理しました。 

 

参加者の具体的な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設や空間に 

求められている 

機能・役割・性質 

・町田駅の小田急とJRの連絡通路が歩いていても暗いし、屋根に電飾もな

い。駅前なのに華やかさに欠けるので、歩行者が明るい気持ちになれる工

夫があると、駅前のイメージが変わるのではないか。 

・駅周辺の道は狭くて暗いので、もっとまちが明るくなる工夫があったらよ

い。 

・バスターミナルエリアは、学生が集まって活気がある一方、まちの魅力と

しては低下しているイメージ。 

・楽しい道、機能のある道があると嬉しい。 

・原町田大通りが殺風景。 

・まちの魅力的なイメ

ージ（明るい、賑わ

い、活気等）を表現す

る 

・人の賑わいと活気を

生み出す場 

・東急の前のモニュメントはアートの要素として発展できそう。 

・舞台装置のような花壇があるので、これを活かせないかと思う。 

・アートの要素 

・芸術活動の場 

・神奈川との広域連携も必要ではないか。 

・人の動きを踏まえて、地域で一緒になってまちのあり方（公共サービスの

あり方）を考える必要がある。 

・町田市は神奈川県と思われているし、インフラ、電話番号、バスの路線等

が神奈川のものと共通している点が多いため、市内の核でのみ考えるの

ではなく、市外も含めた広域の視点で見直す必要がある。 

・立地的な利便性 

・他市との連携 

 

 

・辺縁部にあるのがたまたま残った緑であるが、今後空き家等が増えていく

ことを考慮して、自然から借りていた住宅地を自然に返すという動きが、

きらめく町田に繋がっていくのではないか。 

・時代や状況の変化に

応じた可変性 

・住民参加ではなく参画でなければならないと思う。 

・人と人とのつながりが重要。 

・市民参画の推進の場 

・子どもや外国人、観光客を受け入れられる託児所や案内所があると良いの

ではないか。 

・子どもの預かり場がなかったり、子どもを遊ばせる公園が暗かったりする

ので、暮らしやすい工夫をしていくことが大事。 

・子育てを支援する場 

 

・趣味の作業場が公共的な空間で得られると良い。 

・料理ができる、ミシンや工具が借りられる場所が気軽に利用できると良

い。 

・２４時間利用可能なシェアオフィスがあると良い。 

・図書館＋ワーキングスペース・カフェ。 

・スマートフォンが無料で充電できる場所がほしい。 

・仕事や趣味の活動を

充実させる場 

・気軽さや柔軟さ 
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まとめ 

 

 

 

 

 

 

・サイクリングをもっと普及させられるのではないか。 

・夜でも安心のランニングコースがあるとよい。芹ヶ谷公園を活用できない

か。 

・病院＝元気になるところ、として健康促進の機能を付加したりスポーツ関

連のものが販売されると良いのではないか。 

・ウォーキングステーションを設置したら良い。 

 ・スポーツに親しむた

めの仕掛け 

・健康促進の場 

・スポーツ観戦ができるスクリーンがあり、飲食店が共同で運営するパブ 

リックビューイングができる場所をつくる。 

・廃校をエンターテイメント居酒屋にする。 

・ミニシアターをつくる。 

・エンターテイメント 

・飲食機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツに親しむための 

仕掛け・健康促進の場 

時代や状況の変化に

応じた可変性 

公共施設・公共空間に 

求められている機能・役割 

まちの魅力的な 

イメージを表現する 

芸術活動の場 

アートの要素 

立地的な利便性 

（他市との連携も含む） 

人の賑わいと活気 

を生み出す場 

エンターテイメント 

気軽さや柔軟性 

仕事や趣味の活動 

を充実させる場 

子育てを支援する場 

市民参画の推進の場 

飲食機能 

公共施設・公共空間が 

備えるべき性質 

図 参加者意見のイメージ 
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＜参加者の意見からわかること＞ 

 

従来の公共空間はその機能自体（例えば道路であれば車や人が安全に交通するという機

能等）の発揮が重視されて維持管理運営がされてきましたが、これからはそれに留まらず、

「まちの魅力的なイメージを伝える」という機能や人の賑わいや活気といった「まちの魅力

を生み出す」といった付加的な機能まで求められていることがわかります。 

公共施設については、多様な個人活動（趣味、仕事、運動）をする場の需要があることが

わかります。また利用者の視点から、人が集まる場になるために備えるべき機能として、「飲

食機能」や「エンターテイメント機能」など今まで重視されていなかった機能も着目されま

した。しかし、これは従来のような公設公営の施設を想定しているのではなく、様々なサー

ビスを展開している民間と公共がそれぞれの得意な部分を担い、連携することで実現しう

る新しい形の空間やサービスを想定したものです。 

また、公共施設や公共空間ともに、このような時代とともに変化するニーズに対応したり、

状況に応じて必要な量に減らしていけるような可変性、誰もが気軽で柔軟に使えるような

運営、市民の日常の行動と関係づけた立地の利便性を他市との連携も視野に入れながら追

及することなどが重要であることがわかりました。 
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まとめ 

 

２ 新たな公共施設・公共空間づくりに必要な要点 

 

今後新たな公共施設・公共空間づくりを目指していくにあたって、既存の公共施設の見直

しと再編は非常に大きなテーマになります。そこで、参加者から様々な意見が出た中で、公

共施設の再編に関する考え方やアイデアをもとに、今後公共施設の再編に取り組む際の要

点をまとめました。 

 

 老朽化した公共施設の建替え等について、無駄な解体・建設をせずいかに既存の施

設を有効活用できるか。 

 単なる公共施設の削減ではなく、余剰地の有効活用や集約機能の利便性向上をど

う実現するか。 

 ハコモノの機能についてのみではなく、日常的に市民や近隣住民の活動や交流に

繋がるようなソフトの機能をいかに盛り込めるか。 

 福祉・健康・医療・子育て等のサービスや担い手のネットワークが形成されるよう

な仕掛けをいかにつくっていけるか。 

 ４つの核の強化だけでなく、地域に子どもからお年寄り、障がい者や妊婦など多世

代で多様な人々が集えるコミュニティ拠点をいかにつくっていけるか。 

 公共の機能と民間の機能を効果的に共存・連携させて、より市民が使いたくなる施

設整備や新しいまちのあり方の実現ができるか。 

 公共施設の再編を機に、既存の公共施設そのもののあり方を見直し、これからの時

代にふさわしいサービスを提供していけるか。 

 立地や建物の状態を活かし、民間活力の導入によってどこまで市民のための公共

空間の創出が実現できるか。 

 市が抱える課題等の解決を図りつつ、市民が求めるエンターテイメント性や柔軟

性についてもいかに対応できるか。 

 

また、これらの要点に加えて、公共施設の再編に市民自身が参画すること、民間事業者等

を巻き込み民間活力を活用したまちづくりを進めること、公的財源のみではなく市民や利

用者、民間事業者からの資金調達の可能性を検討し、新たなサービス提供のあり方を追究す

ることが必要であると考えます。 

 



 

28 

 

３ 参加者概要 

  

本研究会の参加者は、市が公募し、志望動機とともに参加意欲を表明していただいた４４

名の方々です。若い方から高齢の方まで幅広い世代の方々にご参加いただきました。 

    

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人) 


